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　ＰＴＡの活動はお母さんばっかり。手伝ってくれないことに不満を感じていた
ら、なんとお父さんが集まっているところがあるという。いったい男どもは何をし
ているのか？　記者（母親）は決死の覚悟で潜入調査をこころみた。

　７月、彦根市の某所で「父親の育児は先手必笑」と題した研修会が開かれ、およそ２００
人のお父さんが集まりました。主催は彦根市ＰＴＡ市連絡協議会。数年前から父親の育児支
援に力を入れ、このような催しをしているということでした。
　この日は近江高校の吉田武史先生を講師に迎え、まずお父さんたちが「自分を知る」ため
の分析から始まりました。思い込みをなくして「本来の自分」を見つめ直すのは、なかなか
むずかしいことです。そして周囲とより良いつながりを築くために、考え方や行動を変えて
いくのだということでした。
　たとえば子どもを叱るときに怒鳴ってしまうのは逆効果。だから先手必笑。日ごろから笑
顔でいると、自然と前向きな気持ちになり、まわりの反応も変化してくるそうです。ウーム、
私もよく怒ってしまうので、気をつけなければ…

　だいたい男は家庭内のことを話すこ
とに、私たちより抵抗があって、他人
に助けを求めるのが苦手ですよね。だ
から相談できる仲間を地域でつくるこ
とが、すっごく大切になってきます。
ＰＴＡ活動を通してそんな仲間ができ、
地域の活性化にもつながるのだという
結論。母親としてもためになる話でし
た。今日から私も先手必笑よ！

吉田武史先生の熱血講演

育児のコツは先手必笑！

PTAはお父さんたちのつながりを作る

特 集

自分が他人からどのように
見られているかということ
に気づきました。これから
子どもと接する時の参考に
します。

参加したお父さんの感想

う〜ん
タメになるなぁ

お父さんの研修会

ふむふむ なるほど

〜 2面に続く〜



（平日9：30
　　～17：00）

資料のご請求・お問い合わせは、
滋賀県ＰＴＡ連絡協議会「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」係

※個人賠償責任保障は全プラン最高1億円の補償が付帯。

●年度の途中
　でもご加入
　いただけます。

　　　　0120-577-4157  

傷害補償 賠償責任補償 特定感染症熱中補償 育英費用補償自転車事故も補償

「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」のご加入で自転車保険義務化に対応！
PTAが窓口の団体制度だから保険料が約55％割安！！

充 実 の 補 償 内 容

自転車損害賠償保険の加入が義務化となりました！！
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▲男同士の熱いディスカッション

　「男性の力が必要なことがあるはず！それを
できる人ができる範囲で！」をモットーに、危
険箇所での清掃や重い木の運搬、納涼祭のバザー
など率先してやってます。先生がたとの“飲み
にケーション”も楽しみ！

　卒業生や学校にゆかりのある男女が集まって、
さまざまな支援を行っています。ＰＴＡが困っ
ているところに手が届く活動を心がけ、縁の下
の力持ちでありたいと思います。

田上小学校・
中学校
おやじの会

今津中学校
サポーター会

⃝子育ての参考になった。
⃝友だちが増えた。
⃝自己啓発ができた。
⃝新しいことが学べた。

（ほかにも多数）

こっちのお父さんも頑張ってます！

参加したお父さんたちにきいてみました!

🆀 PTA活動に参加して
良かったことは？

52％
33％

15％

PTAに参加して良かった

72％
14％

14％

PTA活動をして親として成長できた

YES
NO
どちらでもない

アンケートグラフ凡例

（大津市）
（高島市）
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８月２０・２１日に全国から約５千人の参加者が徳島県に集まりました。
初日に行われた分科会では、女優水野真紀さんの基調講演と対談、ＰＴＡによる実践発表などがありました。
続く二日目の全体会では、徳島阿波踊り協会の迫力ある阿波踊りから始まり、京都精華大学学長の漫画家竹宮恵子さんの講

演「輝く未来をひらくために大切なこと」がありました。竹宮さんが自らの成長過程を披露しながら、「人が自立するとはどう
いうことか」という問いについて考えました。
全国のＰＴＡ活動に関わる方々との交流で、人と人との繋がりの大切さを再認識したことはもちろん、大人として親として

も学ぶことの多い大会でした。　　　

11月 8日　奈良県橿原市にて研究大会が開催さ
れ、本県から約 120名が参加しました。
会場に入ると、スタッフさん手作りの燈篭が壁

に飾られていて、古都奈良の優しい雰囲気を感じま
した。開会アトラクションでは一転して、和太鼓集
団「ＹＡＭＡＴＯ」の超パワフルな演奏で、会場全
体がノリノリに！
近畿ブロックＰＴＡ協議会の北野会長の素敵な

ご挨拶に続いて、レモンさんこと山本シュウさんの
記念講演が始まりました。これがすごかった！　私
はいまだかつてこれほど熱く、心を揺さぶられる講
演を聴いたことがない！　どれほど感動したかとい
うと、即行でレモンさんの本を買ったほどです。な
お、分科会において東近江市 PTAが発表されまし
た。
どんな内容だった

か、知りたい人はホ
ームページのノーカ
ット版記事を読んで
ー！

日本PTA全国研究大会

第42回近畿ブロック研究大会奈良県大会

第

回64

徳島うずしお大会

心に響く記念講演

幕開けは阿波踊り！

YAMATO
の演奏

竹宮恵子先生の講演

開催！
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〜守ろう 子どもたちの笑顔と未来〜
　東日本大震災の被災地の子どもたちを忘
れることなく、今後も取り組んでいきます !
ご協力よろしくお願いいたします。

心のきずな61
教育支援基金

平成27年度滋賀県PTA募金総額
523,867円

編集後記
この号から、より詳細な記事がホームペー
ジで読めるようになりました。ぜひアク
セスしてみてください！
( 県 P H.P　
http://www.shiga-pta.jp/）

3 年 目 に 入 っ た
スマホの取り組み

　平成２８年８月６日（土）、滋賀県教育会館
で、第１回スマホ委員会が開催されました。
　今年度の委員は、小学生３人、中学生１０
人、高校生１０人の合計２３人で、この日は
２０人が参加しました。
　初顔合わせで緊張感漂う雰囲気も、サポー

ト役の大学生によるゲームによるアイスブレイキングで和んだ
ところで、兵庫県立大学の竹内和雄先生の進行でグループワー
クが始まりました。

　自己紹介の後、「ネットの良いところ、悪いところ」
をそれぞれ出し合い、意見を交わしながら模造紙
にまとめて班ごとに発表しました。
　「たくさんの人と出会え、繋がることができる」「伝
えたいことをすぐに伝えられる」「知りたい情報が
すぐに得られる」といった良い面や、「間違った情報
をそのまま覚えてしまう」「自分の個人情報が漏れる」
「依存することで健康を損ったり成績が落ちたりす
る」といった悪い面などがありました。しっかりした考
えに基づく発表に、保護者らは感心することばかりで
した。

　子どもたちがスマホの良いとこ
ろ悪いところをよくわかっている
ことに驚きました。
　スマホの使い方についても子ど
もの方がよく知っているようで、
大人がついていけていないと感じ
ました。また、このスマホ委員会
では、最初は緊張していた子ども
たちが段々と打ち解け、自分の意
見をのびのび発信していく姿が見
られました。
　子どもの気持ちを引き出せる環
境作りや、そういった場の提供は
大切で、それは大人の役目なので
はないかと考えさせられる一日で
した。

大人からの
感想

スマホ委員会を見学してスマホ委員会を見学して

最後はみん
なで発表


